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佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
20
年
６
月
９

日
か
ら
11
日
に
か
け
て
平
成
19
年
度
水
道
事

業
会
計
及
び
病
院
事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い

て
審
査
を
実
施
し
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水　

一
次

　
　
　

佐
渡
市
監
査
委
員　

金
子　

克
己

◆
審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
事
業
の
決
算
書
類

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
会

計
処
理
及
び
手
続
き
は
お
お
む
ね
適
正
に
行

わ
れ
て
お
り
、
計
数
も
正
確
で
あ
り
、
か
つ

経
営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し

て
い
る
も
の
と
認
め
た
。

◆
総
括
意
見

　

⑴
水
道
事
業
会
計

　

当
年
度
の
業
務
状
況
を
み
る
と
、
羽
二
生

簡
易
水
道
、
両
尾
簡
易
水
道
、
二
宮
簡
易
水

道
の
一
部
が
上
水
道
に
編
入
さ
れ
、
給
水
区

域
が
拡
大
し
て
い
る
。

（
中　

略
）

　

経
営
内
容
は
、
税
抜
き
総
収
益

10
億
８
６
４
２
万
７
１
４
５
円
と
前
年
比

３
２
０
２
万
８
０
４
０
円
の
増
額
に
対
し
、

総
費
用
は
10
億
７
０
３
１
万
９
９
０
５
円

と
前
年
比
１
９
２
８
万
７
３
７
３
円
の
増

額
と
な
り
、損
益
計
算
書
に
お
け
る
当

期
純
利
益
は
１
６
１
０
万
７
２
４
０
円
を

計
上
し
た
。
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金

２
６
８
６
万
８
６
４
１
円
に
よ
り
、当
年
度
未

処
分
利
益
剰
余
金
は
４
２
９
７
万
５
８
８
１

円
と
な
り
、そ
の
う
ち
90
万
円
を
減
債
積
立

金
に
計
上
し
て
い
る
。

（
中　

略
）

　

各
種
分
析
比
率
は
、
総
収
益
と
総
費
用

の
対
比
に
よ
り
収
益
性
を
示
す
総
収
支
比
率

は
１
０
１
．５
０
％
と
前
年
比
１
．１
８
ポ
イ
ン

ト
の
改
善
、経
常
的
な
収
益
と
費
用
の
対
比

に
よ
り
単
年
度
黒
字
の
目
安
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
１
０
１
．７
９
％
と
前
年
比
０
．０
６

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
、ま
た
、営
業
収
支
比
率
は

１
２
６
．２
１
％
と
前
年
比
１
．４
７
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
て
い
る
。一
方
、資
本
的
収
支
は
、税
込

み
で
収
入
額
13
億
４
６
７
万
２
８
９
３
円
に

対
し
支
出
額
19
億
９
５
７
８
万
５
８
８
７
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

⑵
病
院
事
業
会
計

　

許
可
病
床
数
は
両
津
病
院
一
般
病
床

１
３
０
床
と
相
川
病
院
療
養
病
床
58
床
の

１
８
８
床
で
あ
り
、
診
療
体
制
は
両
津
病
院

医
師
７
名
、
相
川
病
院
医
師
３
名
で
あ
る
。

ま
た
、
両
津
病
院
に
は
介
護
老
人
保
健
施
設

「
す
こ
や
か
両
津
」
（
入
所
90
床
、
通
所
８

床
）
を
併
設
し
て
い
る
。

（
中　

略
）

　

会
計
全
体
で
は
税
抜
き
総
収
益

28
億
５
９
４
８
万
１
６
８
９
円
に
対
し
、

総
費
用
は
30
億
４
８
３
５
万
２
６
０
３

円
と
な
っ
て
お
り
、
当
期
損
益
で
は

１
億
８
８
８
７
万
９
１
４
円
の
損
失
を
計
上
し

て
い
る
。

（
中　

略
）

　

各
種
分
析
比
率
は
、総
収
益
と
総
費
用
の

対
比
に
よ
り
収
益
性
を
示
す
総
収
支
比
率
は

９
３
．８
０
％
と
前
年
比
２
．６
１
ポ
イ
ン
ト
の
改

善
、経
常
的
な
収
益
と
費
用
の
対
比
に
よ
り

単
年
度
黒
字
の
目
安
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
９
３
．９
９
％
と
前
年
比
２
．７
９
ポ
イ
ン
ト
の

改
善
、ま
た
、営
業
収
支
比
率
は
８
５
．７
１
％

と
前
年
比
３
．２
６
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
。

　

資
本
的
収
支
は
、税
込
み
で
収
入
額

10
億
２
９
５
５
万
１
４
２
２
円
に
対
し
支
出
額

は
10
億
３
９
０
１
万
８
７
７
円
と
な
って
い
る
。

　

平
成
19
年
度
の
決
算
で
み
る
と
、累
積
欠

損
金
は
37
億
３
１
５
０
万
２
１
０
９
円
、実
質

収
支
の
医
業
損
失
は
４
億
９
８
７
万
２
１
０
５

円
、純
損
失
は
１
億
８
８
８
７
万
９
１
４

円
と
な
っ
て
お
り
、
資
産
合
計
金
額

30
億
２
７
８
２
万
４
３
６
２
円
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。ま
た
、一
時
借
入
金
残

高
は
６
億
５
５
０
０
万
円
、不
良
債
務
は

２
億
８
１
７
６
万
３
７
５
６
円
と
な
って
い
る
。

　

⑶
未
収
金
、
不
納
欠
損
の�

　
　
　
　
　
　
　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
の
決
算
時
に
お
け
る
未
収

金
は
２
億
１
２
６
３
万
２
４
２
２
円
で

あ
り
、
そ
の
主
な
も
の
は
工
事
負
担
金

１
億
１
９
９
１
万
１
０
０
５
円
、
水
道
料

金
５
２
３
１
万
３
９
８
７
円
、
還
付
消
費

税
２
３
８
０
万
７
７
７
７
円
、
雑
収
益

１
５
８
７
万
６
５
３
円
等
で
あ
る
。
水
道

料
金
５
２
３
１
万
３
９
８
７
円
の
う
ち
過

年
度
未
収
金
は
２
０
２
６
万
１
８
４
４
円
と

な
っ
て
い
る
。
水
道
料
金
の
消
滅
時
効
は
２

年
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
決
算
に
お
け
る

不
納
欠
損
額
は
水
道
料
金
82
人
３
４
８
件

３
４
１
万
２
１
円
、
開
閉
栓
手
数
料
96
人

１
０
５
件
５
万
２
５
０
０
円
の
合
わ
せ
て

３
４
６
万
２
５
２
１
円
で
あ
る
。

　

病
院
事
業
の
未
収
金
は
３
施
設
合
わ

せ
て
３
億
９
４
７
２
万
２
２
２
４
円

で
、
そ
の
主
な
も
の
は
保
険
未
収
金

２
億
６
１
９
４
万
９
４
９
６
円
、
介
護
保

険
未
収
金
６
６
０
３
万
５
９
６
９
円
で
、

過
年
度
医
業
未
収
金
は
９
３
１
万
８
１
８
３

円
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
の
消
滅
時

効
は
３
年
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
決
算
に

お
け
る
不
納
欠
損
額
は
50
人
、
76
件
の

３
９
２
万
４
８
６
９
円
で
あ
る
。

　

不
納
欠
損
処
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、
未
収
金
収
納
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
含
め
、
事
務
処
理
に
お

い
て
更
な
る
努
力
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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果


